
■平成２７年度岡山版スーパー公務員養成塾（財務編）の取り組み 

 

自治体財務の第一人者である関西学院大学大学院の石原俊彦教授にご指導いただき、財務管理のエキスパートとなる

職員の育成を目的として、この養成塾を実施してきました。 

 

■第 1回【5/18～19】 講義：複式簿記導入の意義 

これからの公会計に必要となる簿記の知識について講義いただきました。石

原講師が「これから取り組まなければならない新地方公会計の統一モデル

の土台となっているのが簿記 3 級の知識であり、今後は自治体職員には必

要となってくる」と熱く語られ、熱心に指導いただきました。 

 

 

■第 2回【7/27～28】講義：新地方公会計の現状と課題 

自治体の基金運用やファシリティマネジメントなど地方公会計の現状と課題、イ

ンフラの設備更新にかかる諸問題について教わりました。その中で発生主義の

必要性を強く語られました。 

 

 

 

■第 3回【8/7】 特別授業：関西学院大学での石原ゼミ生の研究発表の聴講と意見交換 

関西学院大学で、石原講師の下で学んでいるゼミ生 5人の研究発表を聴講し、意

見交換をしました。 

ゼミ生には、地方自治体の現役公務員が多く、研究内容も自治体に関連するもの

で非常に興味深く聴講しました。 

「公金の基金運用」、「内部監査・内部統制」などの研究内容は非常に高度でした

が、他県の自治体職員との交流はとても良い刺激になりました。 

 

聴講した塾生の感想として、 

●ゼミ生たちのレベルの高い発表に驚いた。特に、基金運用に関しては、非常に参

考になった。 

●高い問題意識をもち、厳しく真摯な態度で日々の業務、公共サービス改革に立

ち向かっているゼミ生のような自治体職員に驚くとともに大いに感動させられた。 

などがあり、同じ自治体職員が日常業務の傍ら研究に励んでいる姿は、良い刺激

になったようです。 

 

■第4回【9/24】講義：簿記3級の基礎知識の習得と監査について 

全体を通して学んでいる簿記と監査について理解を深めました。 

「監査の独立性とは何か」、「内部監査と外部監査の違いは」などを学びまし

た。 

 



■第 5回【10/30】公営企業会計と基金運用（公開講座） 

講師：関西学院大学大学院教授 石原 俊彦 氏 

講師：岩手中部水道企業団局長 菊池 明敏 氏 

公営企業会計と基金の運用について、塾生だけではなく、県内市町村の財

政・財務・公営企業の担当者も参加した公開講座として、石原講師と菊池

講師にご講演いただきました。 

菊池講師からは、公営企業会計や効果的な基金運用について、いろいろな

お話しがいただけました。塾生以外にも、財政担当者のほか、下水・水道な

どの担当者などから参加がありました。 

 

■第 6回【11/18】成果発表会～塾生の今後の取り組み 

養成塾の最後を締めくくる成果発表会。 

塾生が、今まで学んできたことを踏まえ、今後各々の自治体でどう取り組んでい

くかを発表しました。 

監査、基金運用、簿記など、いろいろなテーマでの発表でしたが、塾生の成長

がわかる発表会でした。全６回の養成塾への参加を通して、塾生の財務に対

する意識が変わったと思います。今回の学びとネットワークを生かし、今後の飛

躍を期待します。

【塾生発表内容 ※順番は発表順】 

①倉敷市 大西 恵子  「倉敷市の基金運用について」 

②浅口市 石井 一成  「浅口市の財務管理の改善のために」 

③瀬戸内市 久山 貴史  「簿記から始まるスーパー公務員への道」 

④倉敷市 津嘉山 達也 「倉敷市水道事業経営改善に向けての提言」 

⑤笠岡市 松枝 大作   「貯金（財政調整基金）を増やす」 

⑥津山市 小橋 一仁   「今後の財政運営における複式簿記の重要性について」 

⑦美作市 坂元 拓     「施設の統廃合による経費の削減について（下水道事業）」 

⑧矢掛町 新谷 智昭   「債券一括運用について」 

⑨玉野市 谷井 利行   「基金運用による歳入増の取組について」 

⑩倉敷市 大内 俊幸   「現在の財政状況と基金運用」 

⑪真庭市 宮地 辰次   「公共施設白書からみえてきたもの」 

⑫瀬戸内市 釜井 大資   「各種延滞金について」 

⑬瀬戸内市 長谷川 明子  「瀬戸内市・備前市監査委員事務局における共同設置の課題と今後の取組」  

⑭高梁市 赤澤 美佳    「繰替運用及び基金運用の活用」 

⑮早島町 橋本 典男    「早島町の基金運用の現状と課題」 

⑯久米南町 山本 修蔵    「知己 自分自身を知る」 

⑰鏡野町 村島 浩文    「鏡野町の財政の現状と課題」 

⑱美咲町 三舩 彰文    「美咲町の現状と財源の確保について」 

 

 

 

 

 



成果物として本研究会の報告書を作成しました。 

 


